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第３章 環境施策の現状 

 

 本章では、第２次敦賀市環境基本計画「後期 環境アクションプラン」において設定した、４つの方向

ごとの数値目標の進捗状況や市が行った環境活動に関する施策の実施状況について記載しています。 

 

■数値目標の評価方法について 

４つの方向ごとに掲げた数値目標の進捗状況を評価します。評価方法は、計画策定時の数値と目標数

値を結んだ直線上に、現況数値が達しているかどうかで判断し（※）、下記の指標で表記しています。 

指 標 評 価 基 準 

 目標に近づいている 

直線に達している。 

 計画策定時より好転している 

直線に達していないが、計画策定時の数値と現況数値が同じまたは、良くなっている。 

 目標から遠ざかっている 

直線に達しておらず、計画策定時の数値より現況数値が悪くなっている。 

 ※公害苦情処理件数、温室効果ガス排出量など、計画策定時より数値が減少することが望ましい指標については、現況数値が計画 

  策定時の数値と目標数値を結んだ直線を下回っているかどうかで進捗状況を判断します。 

 

■施策の実施状況の見方について  

 

 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 道路河川課 

事務事業名 《新規》 道路照明灯 LED 化推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

電気料金などの維持管理費の軽減及び CO2 の排出削減による低炭素社会の実現に寄

与するため、長寿命で節電効果が高く、環境にやさしい LED 照明を導入しました。 

 対象地区 粟野地区 外 6 地区 

 設置数 111 灯 

 

 

 

 

 

 

 

報告年度における実施内容 

実施事務事業名。アクションプランに掲載のない事業は、《新規》と記載 

分野ごとの目標における区分 

庁内における自己評価を記載。 

「○」＝ 年度当初に設定した目標どおりに事業を実施し、目的（分野ごとの目標における区分）の実現に大きく

繋がった。 

「△」＝ 目標どおりではないが概ね事業を実施し、目的の実現に繋がった。 

「×」＝ 事業の一部実施にとどまり、目的の実現には繋がらなかった。 

「－」＝ 事業を実施しなかった。 
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数値目標指標 
計画策定時 

（Ｈ2８） 
現 状 目 標 進捗状況 

保安林指定面積 8,728ha 8,752ha 8,758ha 
 

 

有害鳥獣被害額 4,066千円 3,184千円 3,324千円  

 

■保安林指定面積 

※保安林とは、風水害などの災害防止や水源の確保といった公益的な役割を持つ森林で、福井県が伐採やその他の開発行為を制限

するために指定するものです。県が保安林を指定したり解除したりすると、指定面積が増減します。 

※各年度実績値には、当該年度の前年度末の数値を記載しています。 

 

 

■有害鳥獣被害額 
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  目標Ⓐ  自然環境と多様な生態系を守ります               

 

区 分 ★山林環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 マツクイムシ防除事業  評 価 ○ 

実 施 内 容 

松林の保護育成を妨げるマツクイムシ被害のまん延を防止するため、予防、駆除及び

被害調査を行いました。 

 空中散布 68ha、地上散布 1ha 

 樹幹注入 205 本、伐倒駆除 88 ㎥ 

 

区 分 ★山林環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 間伐促進強化対策事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

民有林の適正な保育作業及び積極的な間伐の実施等により、健全な森林の育成を図る

ため、団体の行う間伐に補助しました。 

 間伐面積 13.68ha 

 

区 分 ★山林環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 市行造林保育事業 評 価 〇 

実 施 内 容 

市行造林地において間伐を実施し、間伐材を搬出するための作業道を敷設しました。

また、間伐後に獣害防止用ネットを立木に設置しました。 

間伐 30ha 作業道 3,320m ネット巻き 11,902 件 

 

区 分 ★山林環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 治山事業の推進 評 価 － 

実 施 内 容 令和元年度未実施 

 

区 分 ★山林環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 森林整備地域活動支援交付金 評 価 ○ 

実 施 内 容 

森林所有者の高齢化や不在などにより、森林施業が十分に行われていない人工林の適

切な整備のため、森林所有者などによる地域活動に対して支援を行いました。 

 対象森林面積 20ha 

 

区 分 ★山林環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 水土保全林整備事業 評 価 － 

実 施 内 容 令和元年度未実施 
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区 分 ★山林環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 保安林指定による山林保全の推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 

水源のかん養、災害の防備及び生活環境の保全・形成などを図るため、保安林を指定

し、山林保全を行いました。 

 保安林指定面積 8,752ha（令和元年度末時点） 

  

区 分 ★水辺環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 沿岸漁業生産拡大推進事業費補助金 評 価 ○ 

実 施 内 容 

海底耕耘や天然石魚礁の設置により漁場の整備を行いました。また、水産資源の保護

育成を図るため、放流事業を実施しました。 

 海底耕耘 5.6km2、天然石魚礁 500m3、ナマコ育成漁礁 60 基、 

サザエ放流 1,800kg、ヒラメ放流 50,000 尾、稚ナマコ放流 35,000 尾、 

アワビ放流 7,000 個 

区 分 ★水辺環境の保全と育成 担当課 道路河川課 

事務事業名 河川美化地域活動事業費補助金 評 価 ○ 

実 施 内 容 

河川環境を保全する活動を促進するため、福井県管理河川の河川敷などにおいて地域

住民が行う草刈などの河川維持管理活動に対し補助しました。 

 補助対象団体 敦賀河川漁業協同組合 外 7 団体 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 多面的機能支払事業業務 評 価 ○ 

実 施 内 容 

市内 22 地区の行う農用地及び農業施設の維持管理（草刈り、維持修繕など）に対し

補助しました。 

 補助対象面積 田 41,201a、畑 2,582a 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 鳥獣保護区等の維持 評 価 ○ 

実 施 内 容 

安全な生活環境を維持するとともに、生態系の保全を行いました。 

 鳥獣保護区 3 箇所 3,090ha（令和元年度末時点） 

 特定猟具使用禁止区域(銃) 5 箇所 3,963ha（令和元年度末時点） 
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区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 農作物有害獣被害対策支援事業 評 価 － 

実 施 内 容 令和元年度未実施 

 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 中山間地域等直接支払事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

農業生産条件が不利な中山間地域などにおいて、担い手の育成などによる農業生産の

維持や水田が持つ多面的機能を確保するため、地区が行う耕作放棄地の復旧や施設整

備、集落活性化事業などに対し補助しました。 

 交付対象地区 新保 外 6 地区 

 交付対象面積 544,056m2 

 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 農業経営安定対策事業費補助金 評 価 ○ 

実 施 内 容 

園芸作物の産地づくりの推進を図るため、対象作物を作付、出荷した生産者に補助し

ました。 

 ホウレンソウ 2,723kg、キュウリ 15,766kg、白ネギ 35,796 束、 

 黒河マナ 290kg、ウメ 15,645kg 

 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 学校給食地産地消推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

地産地消の推進、農業生産力の向上及び販路の拡大を図るため、敦賀市内の学校給食

に地場産農産物の納入を行いました。 

 納入品目数 12 品目 

 納入量   3,470kg 

 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 伝統野菜復活支援事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

敦賀市内の伝統野菜、杉箸アカカンバの復活、東浦みかんの普及に向けて、肥料や農

薬にかかる経費などに対し補助しました。 

 杉箸アカカンバ  32a 

 東浦みかん   340a 
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区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 環境保全型農業直接支援対策事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

地球温暖化防止や精査物多様性保全に効果の高い営農活動の普及推進を図るため、化

学肥料や農薬の使用を減らす環境保全型農業に取り組む農業者に対し補助しました。 

 実施者数 4 名 

 補助対象面積 235a 

 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 農作物有害獣農地侵入防止事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

有害鳥獣による農作物被害を防止するため、侵入防止柵や檻などの設置、パトロール

威嚇や捕獲・処理の活動を支援しました。 

 有害鳥獣捕獲頭数 

  イノシシ 1,122 頭、ニホンジカ 1,741 頭、ニホンザル 142 頭、 

    ハクビシン 87 頭、ツキノワグマ 27 頭、アライグマ 10 頭  合計 3,129 頭 

 侵入防止柵整備 

  電気柵等 3 地区 598m  恒久金網柵 1 地区 730m 

 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 《新規》新規就農者育成支援事業費 評 価 ○ 

実 施 内 容 令和元年度未実施 

 

区 分 ★里地里山環境の保全と育成 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 《新規》農福連携サポート事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

農業における担い手不足の解消と、福祉における就労の場の拡大を図るため、障がい

者就労支援施設等と連携し、農作業等を行いました。 

 作業日数 25 日、作業人数 延べ 54 人 

 

区 分 ★中池見湿地の保全 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 中池見管理運営事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

市民や団体が主体となった中池見湿地の保全活動を促すため、施設「中池見人と自然

のふれあいの里」を提供するとともに、自然環境の保全に努めました。また、施設の

設置管理条例を整備しました。 

 主な活動内容 

通路、水路等の保全整備、外来種の調査と防除 
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区 分 ★中池見湿地の保全 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 《新規》中池見湿地保全活用事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

策定された中池見湿地保全計画を推進する団体として中池見湿地保全活用協議会を

設置し、市民、市民団体、事業者、研究者、行政による中池見湿地の保全活用の検討

を行いました。また、施設の設置管理条例を整備するにあたり、協議会での意見聴取

を行いました。 

 委員会開催 4 回 

 

  目標Ⓑ  みどりと歴史文化が調和した美しい都市景観をつくります     

 

区 分 ★まちのみどりの保全と創出 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 緑の募金事業・地域緑化事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

家庭募金及び街頭募金活動を実施し、緑の募金の啓発を図りました。また、緑の募金

の実績金額に応じて交付される緑の募金交付金により、緑化木を植栽する地域緑化推

進事業に対し補助しました。 

 募金実績 緑の募金(春)、緑の募金(秋) 1,788,334 円 

地域緑化推進事業 田結、樫曲 

 

区 分 ★まちのみどりの保全と創出 担当課 児童家庭課 

事務事業名 保育園園庭芝生化事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

子どもたちがより快適かつ安全に屋外で遊べるよう、芝生化実施済の保育園の芝生の

維持管理を行いました。 

 対象施設 つるが保育園、気比保育園、沓見保育園、東郷保育園、 

櫛川保育園、櫛林保育園 

 

区 分 ★まちのみどりの保全と創出 担当課 都市政策課 

事務事業名 育苗事業・花壇等管理事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

花のまちづくりを目的として、公共施設や地域の団体等に花苗を配布し、中央分離帯

及び市所管の花壇に花を植え管理を行いました。 

  6 月配布 ペチュニア 33,480 円、マリーゴールド 1,520 本 

 11 月配布 パンジー 33,000 本、スミレ 1,520 本 

 

区 分 ★まちのみどりの保全と創出 担当課 都市政策課 

事務事業名 開発行為における緑化の指導 評 価 － 

実 施 内 容 開発行為における緑化の指導はありませんでした。 
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区 分 ★まちのみどりの保全と創出 担当課 都市政策課 

事務事業名 都市公園整備事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

街の快適な緑地空間として、市民生活に潤いや安らぎをもたらすため、老朽化により

機能が低下した都市公園の整備を行いました。 

 公園施設改築 清水第１公園複合遊具改築 

公園施設補修 大島公園プール濾過装置等取替、三島公園ベンチ取替 

 

区 分 ★まちのみどりの保全と創出 担当課 都市政策課 

事務事業名 公園管理事業 評 価 － 

実 施 内 容 自主管理協定の締結には至りませんでした。 

 

区 分 ★歴史文化資産の保全 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 松原公園林内整備事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

松原公園林内の草刈りを実施し、観光客や市民が四季を通じて楽しめる公園整備に努

めました。 

 下刈り 26ha  落ち枝処理 26ha 

 

区 分 ★歴史文化資産の保全 担当課 文化振興課 

事務事業名 歴史文化資産等の把握と文化財指定 評 価 〇 

実 施 内 容 

市内の歴史・文化資産を調査を進めました。また、新たに 2 件を市指定文化財として

登録することができました。 

 指定文化財 打它宗貞像、蕉翁宿関係資料 

 

区 分 ★歴史文化資産の保全 担当課 文化振興課 

事務事業名 歴史文化資産等の保全管理 評 価 ○ 

実 施 内 容 

市内に残る文化財の保存管理を実施するとともに、所有者や管理団体に対し補助を行

いました。 

 補助対象 10 団体(敦賀西町の綱引き伝承協議会 等) 

 保全管理 国指定 柴田氏庭園、武田耕雲斎等墓、玄蕃尾城跡 等 

      県指定 疋壇城跡 等 

市指定 武田耕雲斎本陣跡 等 

その他 木ノ芽古道、深坂古道 等 
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区 分 ★美しい景観の形成 担当課 都市政策課 

事務事業名 屋外広告物の規制 評 価 ○ 

実 施 内 容 
周辺景観との調和を図り良好な景観を保つため、福井県屋外広告物条例に基づき屋外

広告物の規制を行いました。 

 

区 分 ★美しい景観の形成 担当課 都市政策課 

事務事業名 景観形成推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 
景観形成推進地区内で外観整備を実施しました。 

実施件数 20 件 

 

区 分 ★美しい景観の形成 担当課 都市政策課 

事務事業名 敦賀市景観計画による景観形成の推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 
「敦賀市景観計画」に基づき、景観づくりの方針に則った市全体の魅力的な景観形成

を推進しました。 
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数値目標指標 
計画策定時 

（Ｈ28） 
現 状 目 標 進捗状況 

汚水処理人口普及率 92.5％ 93.９％ 95.2％ 
 

 

水洗化率 95.9％ 93.6％ 97.5％ 
 

 

大気質、 

河川・地下水質、

騒音・振動の監視 

一部の調査地点 

で環境基準の 

80％が未達成 

一部の調査地点

で環境基準の

80％が未達成 

全ての調査地点

で環境基準の

80％を達成 

 

 

 

公害苦情処理件数 68 件 41 件 56 件 
 

 
 

■汚水処理人口普及率 

※汚水処理人口普及率とは、敦賀市の全人口のうち、公共下水道、集落排水処理施設、合併処理浄化槽などの下水処理施設を利用

できる人口の割合を指します。 
 

■水洗化率 

※水洗化率とは、下水道を利用できる地域の人口のうち、実際に下水道を利用している人口の割合を指します。 
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％
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■大気質の監視（環境基準の達成状況） 

令和元年度は、光化学オキシダントについて、国

が定める環境基準を超えたため、環境目標の達成

状況は未達成となりました。 

 光化学オキシダントは工場排煙や自動車の排気

ガスが主な原因と考えられます。 

項目 ① ② ③ 

二酸化硫黄（SO2） ○ ○  

浮遊粒子状物質（SPM） ○ ○ ○ 

二酸化窒素（NO2） ○ ○ ○ 

光化学オキシダント（OX） × ×  

非メタン炭化水素 ○  ○ 

一酸化炭素（CO）   ○ 

微小粒子状物質（PM2.5） ○   

ベンゼン  ○  

トリクロロエチレン  ○  

テトラクロロエチレン  ○  

ジクロロメタン  ○  

  

  

No. 測定局名（種類） 測定地点 

① 敦賀（一般環境大気） 松栄町 

② 和久野（一般環境大気） 新和町２丁目 

③ 敦賀（自動車排出ガス） 古田刈 
 

※一般環境大気測定局とは、自動車排出ガス以外の大気汚染物質による大

気汚染の状況を常時監視する測定局を指します。 

※自動車排出ガス測定局とは、自動車排出ガスによる大気汚染の状況を常

時監視する測定局を指します。 

 

■河川水質の監視（環境基準の達成状況） 

 令和元年度は、笙の川（測定地点②・⑮）、深川（測定地点③・⑭）、井の口川（測定地点⑤）、五位川

（測定地点⑯）において、大腸菌群数が環境基準を超過したため未達成となりました。 

大腸菌群の発生は、生活排水等が河川に流れ込むことが主な原因です。 

項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

カドミウム ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

全シアン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

鉛 ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

六価クロム ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

ひ素 ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

総水銀 ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

アルキル水銀     ○         ○ ○ ○ 

ポリ塩化ビフェニル（PCB）  ○   ○ ○        ○ ○ ○ 

ジクロロメタン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

四塩化炭素 ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

1,2-ジクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

1,1-ジクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

シス-1,2-ジクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

1,1,1-トリクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

1,1,2-トリクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

トリクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

テトラクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

1,3-ジクロロプロペン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

チウラム ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 
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項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

シマジン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

チオベンカルブ ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

ベンゼン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

セレン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

硝酸性窒素・亜硝酸性窒素 ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

ふっ素 ○ ○ ○ ○ ○         ○ ○ ○ 

ほう素 ○ ○ ○ ○ ○         ○ ○ ○ 

1,4-ジオキサン ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ ○ ○ 

水素イオン濃度（pH） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

溶存酸素量（DO） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

生物化学的酸素要求量（BOD） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

浮遊物質量（SS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

大腸菌群数 〇 × ×  ×         × × × 

 

No

. 
水域の名称 調査地点 

① 
笙の川 

（木の芽川） 

木の芽橋 

② 三島橋 

③ 深川 木の芽橋 

④ 二夜の川 末端 

⑤ 
井の口川 

豊橋 

⑥ 穴地蔵橋 

⑦ 黒河川 和久野橋 

⑧ 大瀬川 金山橋 

⑨ 野坂川 ひばりヶ丘橋 

⑩ 三味線川 笠取橋 

⑪ 宮尻川 合流前 

⑫ 笙の川 堂橋 

⑬ 助高川 下袖河原橋 

⑭ 深川 JR鉄橋下 

⑮ 笙の川 奥野橋 

⑯ 五位川 追分橋 
 

 

■地下水質の監視（環境基準の達成状況） 

 令和元年度は、全ての調査地点において環境基準を満たしています。 

項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 
     

カドミウム 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

全シアン 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

鉛 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

六価クロム 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

ひ素 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

総水銀 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

アルキル水銀        〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      
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項目 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 
     

ポリ塩化ビフェニル（PCB） 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

ジクロロメタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

四塩化炭素 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

1,2-ジクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

塩化ビニルモノマー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

1,1-ジクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

1,2-ジクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

1,1,1-トリクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

1,1,2-トリクロロエタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

トリクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

テトラクロロエチレン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

1,3-ジクロロプロペン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

チウラム 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

シマジン 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

チオベンカルブ 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

ベンゼン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

セレン 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

硝酸性窒素・亜硝酸性窒素 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

ふっ素 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

ほう素 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

1,4-ジオキサン 〇 ○ ○    〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇      

 

 

No. 調査地点 

① 赤崎 

② 新松島町 

③ 清水町２丁目 

④ 

布田町 ⑤ 

⑥ 

⑦ 
疋田 

⑧ 

⑨ 昭和町１丁目 

⑩ 野神 

⑪ 市野々町１丁目 

⑫ 御名 

⑬ 道口 

⑭ 舞崎町 

⑮ 相生町 

⑯ 松島町 
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■騒音の監視（環境基準の達成状況） 

令和元年度は、測定地点②の夜間で環境基準

を超過したため未達成となりました。（測定地

点②～④については、環境基準値の設定はあり

ませんが、参考値として環境基準と比較してい

ます。） 

※資料編 P63 参照 

No. 測定地点 昼間 夜間 

① 木ノ芽町 ○ 〇 

② 余座 〇 × 

③ 山（舞若道南側） 〇 〇 

④ 山（舞若道北側） 〇 〇 

⑤ 木崎（県道松島若葉線） 〇 〇 
 

 

No. 測定地点 測定項目 

① 木ノ芽町 

一般地域 

② 余座 

③ 

山 

④ 

⑤ 木崎（県道松島若葉線） 自動車騒音 

 

 

■振動の監視（環境基準の達成状況） 

 令和元年度について、振動の測定は行っておりません。 

 

■公害苦情処理件数（5ヶ年平均件数） 

※各年度実績値は、公害紛争処理法に基づく、大気汚染・水質汚濁・騒音・振動・悪臭などの公害苦情処理件数の５ヶ年平均の数値

となっています。各年度の公害苦情処理件数についての詳細は、第２章をご覧ください。 

 

68 

60 

51 

41 

30

40

50

60

70

80

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

ｔ
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  目標Ⓐ  安心な生活環境をつくります                  

 

区 分 ★大気汚染や悪臭の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 悪臭物質調査事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

悪臭による生活環境の保全を図るため、事業所での臭気測定を行いました。 

 対象事業所 5 箇所（永大産業㈱、北陸電力㈱敦賀火力発電所、敦賀セメント㈱、 

JX 金属敦賀リサイクル㈱、笹山農園） 

 測定項目 臭気指数 

 調査回数 1 回 

 

区 分 ★大気汚染や悪臭の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 公害の未然防止の推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 

公害防止協定を締結している事業所等に対し、適切な公害防止が行われているかを確

認する環境パトロールを実施しました。 

 協定締結事業所 敦賀セメント㈱、東洋紡績㈱、北陸電力㈱敦賀火力発電所、 

敦賀グリーンパワー㈱ 

 パトロール実施 8 事業所 

 

区 分 ★大気汚染や悪臭の防止 担当課 都市政策課 

事務事業名 開発行為などにおける事前確認の実施 評 価 ○ 

実 施 内 容 
快適な生活環境の維持のため、開発行為による生活環境への影響について、関係各課

と事前に協議を行いました。 

 

 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 水環境保全対策事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 
水環境整備懇談会を 1 回開催し、地下水質及び地下水位を調査するとともに、地下水

の適正な利用の在り方などを検討しました。 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 水質汚濁監視測定事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

安全で健康的な生活環境を確保するため、河川及び地下水質の監視・調査を行いまし

た。 

 河川  調査地点 14 地点 

     調査回数 5 回 

 地下水 調査地点 8 地点(北、南、西、松原、中郷、粟野) 

     調査回数 1 回 
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区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 地下水汚染の防止 評 価 ○ 

実 施 内 容 

塩水化防止のため、地下水位を観測し、塩水化調査を実施しました。また、地下水の

適正利用を推進するため、普及・啓発を行いました。 

 水位調査地点   8 地点（市役所外 7 地点） 隔週 

塩水化調査地点 25 地点 年 4 回 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 水道水源保護事業 評 価 〇 

実 施 内 容 

採石業の更新に伴い、水源の保護に関する事項を審議するため、水道水源保護審議会

を開催しました。 

 開催回数 1 回 

 対象事業場 ㈱マルトミ工業（採石業） 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 民間処分場水質汚濁監視対策事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

水道水源である地下水の保全を図るため、民間廃棄物最終処分場周辺の河川水及び地

下水を調査しました。 

 河川  調査地点 2 地点 

     調査回数 12 回 

 地下水 調査地点 6 地点 

     調査回数 2 回 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 民間処分場環境保全対策事業費負担金 評 価 ○ 

実 施 内 容 

民間廃棄物最終処分場の早期安定化を図り、生活環境保全上の支障を除去するための

特定支障除去事業を県と共同して行いました。 

対策内容 遮水機能維持工事、モニタリング調査、水処理施設の維持管理 

     浄化促進対策（空気注入、水注入） 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 上水道課 

事務事業名 水環境の動向把握と監視体系の強化 評 価 ○ 

実 施 内 容 
原水及び浄水の水質、ならびに井戸水位の 24 時間監視を実施した。 

水質検査（管理目標項目） 13 箇所 
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区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 上水道課 

事務事業名 上水道の整備推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 

快適な生活を支えるため、老朽化した配水管の布設替工事や上水道管の漏水調査を行

い、漏水修繕を行いました。 

老朽管更新 2.15ｋｍ  漏水修繕件数 170 件 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 上水道課 

事務事業名 地下水の適正利用の推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 
水道水の有効な利用を図るため、啓発活動や水環境教育を推進しました。 

 市内小学校による施設見学 2 校 164 名 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 下水道課 

事務事業名 処理場の管理運営 評 価 ○ 

実 施 内 容 
浄化センターを適正に管理し、放流水質を良好な状態に維持するため、放流水質法定

基準に基づき週 1 回の測定を行いました。 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 経営企画課 

事務事業名 生活排水浄化に関する普及・啓発 評 価 ○ 

実 施 内 容 

水源保護及び公共用水域の水質保全のため、生活排水の浄化に関する普及・啓発とし

て、下水道未接続の世帯に対する接続指導を行いました。 

 接続指導対象世帯 311 世帯 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 下水道課 

事務事業名 特定施設及び特定工場の排水に関する規制 評 価 ○ 

実 施 内 容 
特定施設に該当する場合には、除外施設を整備して排水基準が下水道条例に適合する

よう指導しました。 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 下水道課 

事務事業名 管渠築造事業・地区管網整備事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

公共用水域の水質保全及び生活環境の改善並びに浸水を防除するため、下水道管渠を

整備しました。また、浸水被害防除のため、下水路を整備しました。 

 管渠整備 14.6ha 下水路整備 177ｍ 
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区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 経営企画課 

事務事業名 合併処理浄化槽普及促進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 
合併処理浄化槽を設置する世帯に対し補助を行いました。 

補助件数 19 件 

 

区 分 ★水質汚染や土壌汚染の防止 担当課 都市政策課 

事務事業名 開発行為などにおける事前確認の実施 評 価 ○ 

実 施 内 容 
快適な生活環境の維持のため、開発行為による生活環境への影響について、関係各課

と事前に協議を行いました。 

 

区 分 ★騒音や振動の低減 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 自動車騒音調査事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

生活環境の保全を図るため、騒音規制法の規定に基づき、道路に面する地域における

自動車騒音の状況調査を行いました。 

 調査路線 一般県道松島若葉線（調査地点：木崎） 

 調査回数 1 回 

 

区 分 ★騒音や振動の低減 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 騒音や振動の規制及び抑制 評 価 ○ 

実 施 内 容 

騒音規制法、振動規制法による各種工事の届出を適正に審査し、生活環境の保全を図

りました。 

 騒音規制法に係る届出 27 件 

 振動規制法に係る届出 20 件 

 

区 分 ★騒音や振動の低減 担当課 都市政策課 

事務事業名 開発行為などにおける事前確認の実施 評 価 ○ 

実 施 内 容 
快適な生活環境の維持のため、開発行為による生活環境への影響について、関係各課

と事前に協議を行いました。 

 

区 分 ★騒音や振動の低減 担当課 全庁 

事務事業名 公共施設等設計・工事監理業務 評 価 ○ 

実 施 内 容 
公共施設などの改修工事における騒音抑制のため、低騒音建設機械の使用を推進しま

した。 
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区 分 ★有害化学物質や放射性物質の対応 担当課 原子力安全対策課 

事務事業名 原子力懇談会運営事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

原子力発電所懇談会を開催し、市内各種団体代表者などから原子力行政への意見を聞

きました。 

 会議 1 回開催 

 視察研修 1 回開催 

 

区 分 ★有害化学物質や放射性物質の対応 担当課 原子力安全対策課 

事務事業名 原子力発電所の安全監視 評 価 ○ 

実 施 内 容 
安全協定に基づき、事業者から発電所状況の報告を受けるとともに、随時の現場確認

などを実施しました。 

 

区 分 ★有害化学物質や放射性物質の対応 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 ダイオキシン類調査事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

大気及び河川水におけるダイオキシン類の測定調査を行いました。 

 大気  調査地点 1 地点（松原公民館 2 階ベランダ） 

     調査回数 1 回 

 河川水 調査地点 4 地点 

     調査回数 1 回 

 

区 分 ★有害化学物質や放射性物質の対応 担当課 住宅政策課 

事務事業名 アスベスト調査事業費補助金 評 価 － 

実 施 内 容 令和元年度実績なし 

 

区 分 ★有害化学物質や放射性物質の対応 担当課 全庁 

事務事業名 公共施設等設計・工事監理業務（再掲） 評 価 ○ 

実 施 内 容 
安全で健康的な生活環境を確保するために、有害化学物質を含まない材料の使用を推

進しました。 
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  目標Ⓑ  快適な生活環境をつくります                  

 

区 分 ★近隣公害への対応 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 生活騒音の防止 評 価 ○ 

実 施 内 容 
迅速な苦情対応を行い、生活騒音の軽減を図りました。 

 苦情受付件数 3 件 

 

区 分 ★近隣公害への対応 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 野外焼却の抑制 評 価 ○ 

実 施 内 容 
迅速な苦情対応を行い、野外焼却の抑制を図りました。 

 苦情受付件数 5 件 

 

区 分 ★近隣公害への対応 担当課 下水道課 

事務事業名 水洗化普及促進対策事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

公共水域の水質保全及び快適な生活環境の維持のため、水洗化への啓蒙、指導を行い

水洗便所の普及を促進しました。 

 水洗化人口 52,406 人 

 

区 分 ★近隣公害への対応 担当課 住宅政策課 

事務事業名 市営住宅解体整備事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 
安心で安全な住環境の整備を図るため、老朽化した市営住宅の解体を行いました。 

 対象施設 桜ヶ丘団地 1 棟 6 戸 

 

区 分 ★公共交通機関の充実 担当課 生活安全課 

事務事業名 コミュニティバス運行事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

自ら交通手段を持たない高齢者をはじめとする市民が手軽に利用できるコミュニテ

ィバスを運行させることにより、マイカーに頼らない外出機会の増大を図りました。 

 コミュニティバス年間利用者数 296,981 人 

 

区 分 ★公共交通機関の充実 担当課 生活安全課 

事務事業名 コミュニティバス待合所整備事業 評 価 － 

実 施 内 容 令和元年度実績なし 
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区 分 ★バリアフリー環境の整備 担当課 地域福祉課 

事務事業名 地域福祉活動等支援業務 評 価 ○ 

実 施 内 容 

ひとり暮らしの高齢者や障がい者等の避難行動要支援者が安心して生活できるよう、

ホームページ等で周知を行うなど避難支援体制の充実を図りました。 

 要支援者台帳登録人数 1,068 人 

 

区 分 ★バリアフリー環境の整備 担当課 長寿健康課 

事務事業名 緊急通報システム関係経費 評 価 ○ 

実 施 内 容 

ひとり暮らしの高齢者及び障がい者の急病・災害などに、24 時間 365 日体制で、迅

速かつ適切に対応するため、緊急通報装置を貸与しました。 

 貸与件数 377 件 

 

区 分 ★バリアフリー環境の整備 担当課 道路河川課 

事務事業名 透水性舗装の整備 評 価 ○ 

実 施 内 容 

高齢者、障がい者などの移動の円滑化を図るために、通行する路面が平坦で、雨天時

においても水たまりが出来ない構造で歩道整備を行いました。 

 透水性舗装 市道松原呉羽線、市道三島港線 

 

区 分 ★バリアフリー環境の整備 担当課 道路河川課 

事務事業名 歩行者通行帯整備事業 評 価 － 

実 施 内 容 
歩行者通行帯の設置要望かつ道路幅員等の設置条件が合致するところは整備済とな

っています。今後は、設置要望があれば対応します。 

 

区 分 ★環境美化の推進 担当課 観光振興課 

事務事業名 松原公園環境美化推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 
気比の松原を美しく、安全な環境に保つため年間を通じて清掃を行いました。 

 ビーチクリーナー稼働日数 131 日実施 
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数値目標指標 
計画策定時 

（Ｈ28） 
現 状 目 標 進捗状況 

温室効果ガス排出量 

【敦賀市地球温暖化防止実行計画】 
32,941t 30,113t 30,635t  

電気使用量 
31,533 千

ｋWh 

31,333 千

ｋWh 

29,325 千 

ｋWh 
 

１人１日当たりのごみ排出量 

【敦賀市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画】 
1,023ｇ 1,029ｇ 963ｇ 

 

ごみリサイクル率 

【敦賀市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画】 
17.2％ 1５.２％ 17.5％  

コミュニティバス 

利用者数 

306,968 

人 

296,981

人 

330,000

人 
 

■温室効果ガス排出量 

※温室効果ガス排出量についての詳細は、第２章をご覧ください。 

■電気使用量 

32,941 

30,064 
29,785 

30,113 

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

ｔ

31,533 

35,509 
35,307 

31,333 

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

千ｋWh
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■１人１日当たりのごみ排出量 

※１人１日当たりのごみ排出量は、「ごみ収集量（古紙等の集団回収量含む）÷人口÷３６５日」で算出しています。 

※１人１日当たりのごみ排出量についての詳細は、第２章をご覧ください。 

 

■ごみリサイクル率 

※ごみリサイクル率は、「（資源化したごみの量＋古紙回収量）／ごみ収集量（古紙等の集団回収量含む）」で算出しています。 

※ごみリサイクル率についての詳細は、第２章をご覧ください。 

 

■コミュニティバス利用者数 

※コミュニティバス利用者数についての詳細は、第２章をご覧ください。 

1,023 1,016
1,019

1,029

800

900

1,000

1,100

1,200

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

ｇ

17.2

15.5 15.3 15.2

10.0
11.0
12.0
13.0
14.0
15.0
16.0
17.0
18.0
19.0
20.0

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

％

306,968 

295,724 
289,258 

296,981 

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

350,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

人
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  目標Ⓐ  地球温暖化対策に努めます                   

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 契約管理課 

事務事業名 職員駐車場の管理 評 価 ○ 

実 施 内 容 

職員のマイカー通勤は、許可のある者（原則自宅からの距離が 2km 以上の者）のみ

とし、職員用駐車場を適正に管理することで、出勤時における自転車や公共交通機関

の利用を促進しました。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 契約管理課 

事務事業名 庁舎管理業務（冷暖房機運転） 評 価 ○ 

実 施 内 容 
地球温暖化防止対策のため、市庁舎にて使用される冷暖房機器の温度管理（夏 28℃、

冬 20℃）を行うことにより、省エネルギーを推進しました。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 人と地球にやさしいまちづくり事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 
環境問題に関する作品を募集し表彰する「かんきょうコンクール」を実施しました。 

 かんきょうコンクール応募総数 202 点 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 生活安全課 

事務事業名 カー・セーブデーの普及・啓発 評 価 △ 

実 施 内 容 

平成３１年４月に県からカーセーブデーの参加募集依頼があり、職員への参加登録を

依頼したが、県から実績報告依頼がなかったため、年間を通して普及活動を行うこと

ができませんでした。 

今後、カーセーブデーを実施する場合、実績の集計、成果の確認を行い、温室効果ガ

スの排出削減を図ります。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 商工貿易振興課 

事務事業名 《新規》商店街活性化対策事業 評 価 － 

実 施 内 容 
令和元年度はアーケードの照明設備 LED 化に該当するものはありませんでした。 

（修繕等のみ） 
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区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 道路河川課 

事務事業名 《新規》道路照明灯 LED 化推進事業 評 価 － 

実 施 内 容 令和元年度未実施 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 公用車の適正利用の推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 
行政の事務事業で使用された公用車の走行距離は 743,210km （前年度比 16%削減）

でした。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 
紙使用枚数（事務用紙、コピー用紙、応用用紙）の

削減 

評 価 
○ 

実 施 内 容 

行政の事務事業における事務用紙使用量、コピー用紙使用量は下記のとおりでした。 

 事務用紙使用量  6,830,147 枚（前年度比 0.7%削減） 

 コピー用紙使用量 5,062,337 枚（前年度比 2.2%削減） 

  

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 電気の使用量の削減 評 価 ○ 

実 施 内 容 行政の事務事業における電力使用量は 34,814,339kWh（前年度比 2.4%削減）でした。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 灯油等燃料の使用量の削減 評 価 〇 

実 施 内 容 行政の事務事業における灯油使用量は 337,338ℓ（前年度比 3.5%削減）でした。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 上水道使用量の削減 評 価 ○ 

実 施 内 容 行政の事務事業における上水道使用量は 337,673m3（前年度比 7.0%減少）でした。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 LPG の使用量の削減 評 価 ○ 

実 施 内 容 行政の事務事業における LP ガス使用量は 251,356kg（前年度比 16.3%削減）でした。 
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区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 都市ガスの使用量の削減 評 価 × 

実 施 内 容 

行政の事務事業における都市ガス使用量は 166,571m3（前年度比 0.8%増加）でした。

前年度と比較して、4 月は平均気温、最高気温ともに低く、10 月は平均気温、最高気

温ともに高かったことが影響と考えられるため、体調等には配慮しつつ、無駄な使用

は可能な限り控えるよう心がけます。 

 

区 分 ★省エネルギーの推進 担当課 全庁 

事務事業名 グリーン購入の推進 評 価 〇 

実 施 内 容 行政の事務事業におけるグリーン購入率は 46%（前年度比 19%改善）でした。 

 

区 分 ★エネルギーの創出と有効利用 担当課 ふるさと創生課 

事務事業名 《新規》エネルギーの多元化 評 価 ○ 

実 施 内 容 
市内での再生エネルギー由来水素ステーションなど、民間企業が進める研究開発に対 

して補助を行いました。 

 

区 分 ★エネルギーの創出と有効利用 担当課 商工貿易振興課 

事務事業名 新産業起業化支援事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

地元企業の技術向上や新分野での起業ができるように、研究会、分科会の開催や技術

コーディネーターによる指導事業を実施しました。 

 研究会など 3 回開催 

 指導事業 106 件（企業訪問指導、窓口指導） 

 

区 分 ★エネルギーの創出と有効利用 担当課 商工貿易振興課 

事務事業名 新産業起業化研究開発支援事業 評 価 － 

実 施 内 容 
令和元年度は、エネルギー関連企業の技術を応用した新産業の起業化に向けた支援事

業に中小企業からの応募はありませんでした。 

 

区 分 ★エネルギーの創出と有効利用 担当課 全庁 

事務事業名 公共施設における自然エネルギーの利用促進 評 価 ○ 

実 施 内 容 

太陽光パネルを導入した公共施設を適切に維持し、自然エネルギーの利用促進に努め

ました。 

導入済施設 市立敦賀病院、防災センター、敦賀西小学校、敦賀駅交流施設 
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  目標Ⓑ  資源を大切にします                      

 

区 分 ★３R 活動の推進 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 ダンボールコンポストの普及・促進 評 価 ○ 

実 施 内 容 

ダンボールコンポスト（ダンボールを利用した生ごみ処理容器）の普及促進に努める

とともに、家庭から排出される生ごみの減量及び循環型社会の形成を図るため、市民

モニターを募集しました。 

 市民モニター 26 人（講習会 1 回） 

 

区 分 ★３R 活動の推進 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 マイバッグ持参運動の推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 

ごみの減量化や石油資源の節約を目的として、ごみ減量化の啓発を広報誌やホームペ

ージにおいて行うとともに、市内の事業所と提携し、マイバッグの利用に関する普及

啓発を行いました。 

 マイバッグ持参率（提携 6 社平均） 85.1% 

 

区 分 ★３R 活動の推進 担当課 清掃センター 

事務事業名 資源回収奨励事業費補助金 評 価 ○ 

実 施 内 容 

資源の有効利用とごみの減量化を図るため、古紙等を回収する団体（子ども会、町内

会、老人会、婦人会等）に対し補助しました。 

 補助団体数 96 団体 

 古紙回収量 923 トン（平成 31 年 1 月～令和元年 12 月の収集量） 

 

区 分 ★３R 活動の推進 担当課 清掃センター 

事務事業名 古紙類ステーション収集業務 評 価 ○ 

実 施 内 容 

燃やせるごみの減量化と資源の有効利用を図るため、市内全域のごみステーションに

排出された古紙類の収集を月 1 回行いました。 

 古紙類収集量  514 トン 

  新聞     232 トン 

  雑誌     193 トン 

  ダンボール  74 トン 

  紙製容器包装 15 トン 

 

区 分 ★３R 活動の推進 担当課 学校給食センター 

事務事業名 学校給食調理業務 評 価 × 

実 施 内 容 生ごみ処理機が故障したため、生ごみの減量化を実施できませんでした。 
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区 分 ★３R 活動の推進 担当課 全庁 

事務事業名 公共施設等設計・工事監理業務（再掲） 評 価 ○ 

実 施 内 容 公共工事などの解体工事における建設副産物のリサイクルを推進しました。 

 

区 分 ★３R 活動の推進 担当課 全庁 

事務事業名 ごみの減量化及び古紙回収の徹底 評 価 〇 

実 施 内 容 
行政の事務事業から排出された一般廃棄物は 167,880kg（前年度比 26.4%減少）でし

た。 

 

区 分 ★ごみの適正処理の推進 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 廃棄物不適正処理対策事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

不法投棄の防止を図るため、不法投棄監視カメラの設置及び委託業者による監視パト

ロールを実施しました。 

 パトロール日数 32 日 

 

区 分 ★ごみの適正処理の推進 担当課 清掃センター 

事務事業名 ごみ分別減量化対策推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

ごみの分別や減量化を推進・啓発するため、下記の協議会、研修会及びリサイクル展

の開催、並びに各家庭へごみ収集カレンダーの配布等を行いました。 

環境美化推進員研修会（現地等研修会） 2 回開催 

 リサイクル展 2 回開催 

 

区 分 ★ごみの適正処理の推進 担当課 清掃センター 

事務事業名 収集業務 評 価 ○ 

実 施 内 容 

一般廃棄物のごみステーション収集及び側溝汚泥収集を行いました。 

 収集量 合計 12,641 トン 

  一般廃棄物 ステーション回収 12,476 トン 

  側溝汚泥             165 トン 
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数値目標指標 
計画策定時 

（Ｈ28） 
現 状 目 標 進捗状況 

小中学校における 

環境教育実施回数 
107回 75 回 110回  

環境に配慮した 

活動を行う団体数 
18 団体 19 団体 24 団体 

 

環境フェアの来場者数 3,144人 3,036人 3,500人 
 

６月環境月間の 

清掃活動参加者数 
4,535人 3,759人 5,000人 

 

 

 

 

 

■小中学校における環境教育の実施回数 

※小中学校における環境教育とは、中池見湿地や天筒山などの自然散策や、清掃センター、浄水場などの環境と関係が深い施設の

見学、史跡などの文化遺産の訪問などのことです。達成基準については、年度ごとの生徒数の減少などの影響が少ない実施回数

を指標としました。 

  

107 107 
105 

75 

60

70

80

90

100

110

120

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

回
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■環境に配慮した活動を行う団体数 

 

 

 ※つるが環境みらいネットワーク参加団体数 

 

■環境フェア来場者数 
 

 

 

■６月環境月間の清掃活動参加者数 

 
 

 

18 

20 
19 19

15

20

25

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

団体

4,535 

5,237 

3,762 3,759 

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

人

3,144 

3,306 3,268 

3,036 

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

人



68 

 

  目標Ⓐ  環境問題を知り考える人を育てます               

 

区 分 ★身近な自然とのふれあい 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 中池見管理運営事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

中池見湿地に訪れていただきその豊かさや希少性を知ってもらうため、市内小中学校

が中池見の水田耕作を体験する活動（生き物学校田）を実施し、一般来園者に対して

施設提供等の対応を行いました。 

 主な実施内容 

 ・生き物学校田 小学校 1 校、中学校 1 校 

 ・令和元年度来園者数 26,850 人 

 

区 分 ★身近な自然とのふれあい 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 田んぼの学校開催事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

児童に食と農業への理解と関心を持たせるため、田植えや稲刈りなどを通じ、自然に

親しみながら農業の喜びや農家の苦労を体験する「田んぼの学校」を開催しました。 

 対象 市内の小学生 

 参加者数 田植え 400 人 稲刈り 409 人 

 

区 分 ★身近な自然とのふれあい 担当課 農林水産振興課 

事務事業名 市民農園や収穫体験農園の推進 評 価 ○ 

実 施 内 容 
市民農園募集の広報を行いました。 

 敦賀市農業委員会だより 1 回発行 

 

区 分 ★身近な自然とのふれあい 担当課 少年自然の家 

事務事業名 ふれあいフェスタ事業 評 価 〇 

実 施 内 容 

自然や親子・友人との交流を深め、心身ともに健全な青少年の育成を図るため、自然

の恵みを体感させるフェスタを開催しました。 

 秋のふれあいキャンプフェスタ 参加人数 29 名 

 早春のふれあいフェスタ 参加人数 21 人 

 

区 分 ★環境教育・環境学習の推進 担当課 原子力安全対策課 

事務事業名 原子力研修事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

原子力に関する知識の普及のため、市民を対象とした市内外の原子力関係施設の見学

会及び研修会を実施しました。 

 実施回数 4 回 

 参加人数 100 名 
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区 分 ★環境教育・環境学習の推進 担当課 原子力安全対策課 

事務事業名 広報安全等対策事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

原子力に関する情報の収集を行うとともに、パンフレットなどを用いた広報活動を実

施しました。 

 主な実施内容 

  ・パンフレットの作成・配布 1 回 

  ・広報つるが及び敦賀市ホームページへの記事掲載 5 回 

  ・広報番組の制作・放送 制作 1 本、放送 2 本 

 

区 分 ★環境教育・環境学習の推進 担当課 学校教育課 

事務事業名 地域教育コミュニティ推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

学校における環境保全の自主的な取り組みや環境教育講座などの開催を通じて、地域

や家庭と連携した教育の推進を図るとともに、児童生徒に敦賀の自然・文化・歴史を

直接体験する機会を与え、「ふるさと意識の高揚」を図りました。 

 対象 市内小中学生 延べ 5,315 人 

 実施回数 延べ 75 回 

 体験活動場所  

  中池見湿地、気比の松原、天筒山、東浦みかん園、水田、 

施設見学（清掃センター、天筒浄化センター等）など 

 

区 分 ★環境教育・環境学習の推進 担当課 文化振興課 

事務事業名 歴史文化資産等の公開・活用 評 価 ○ 

実 施 内 容 

市内に残る歴史・文化・自然資産の存在と価値を広く市民と共有するため、校外学習・

出前講座を実施するとともに、見学会・特別展示などを実施し文化財の公開に努めま

した。 

 実施内容 校外学習・出前講座（市内小学校 6 校、一般対象 5 件） 

      敦賀港駅ランプ小屋、文化振興課分室の公開 

 

 

 

区 分 ★環境情報の収集と提供 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 環境情報の提供 評 価 ○ 

実 施 内 容 

環境に関心を持ってもらうため、環境基本計画年次報告書を作成するとともに、ホー

ムページ及び広報敦賀において敦賀市の大気や地下水位などの環境情報の提供を行

いました。 
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目標Ⓑ  みんなが積極的に環境活動に取り組みます       

 

 

 

 

区 分 ★環境活動への参加推進と支援 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 環境基本計画推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

クリーンアップふくい大作戦として、6 月に気比の松原及び市内各地区の環境美化活

動を実施しました。また、社会奉仕用ゴミ袋を配布することで地区の清掃活動などを

支援しました。 

クリーンアップふくい大作戦 

実施日 6 月 2 日(日) 

参加者数 気比の松原 約 1,500 人 

市内各地区  2,167 人 

区 分 ★環境活動への参加推進と支援 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 循環型社会推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

ごみ減量など 3R の推進を図るとともに、市民活動を支援するため、市内で緑化活動

を行う市民団体等に対し剪定枝のリサイクルたい肥を配布しました。 

 市民団体数 5 団体 

学校    3 校 

区 分 ★環境活動への参加推進と支援 担当課 生活安全課 

事務事業名 消費者行政推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

自立する消費者、リサイクル運動など行動する消費者の育成をめざし、消費者トラブ

ルに対する啓発、暮らしの市民教室を開催するとともに、暮らしのアドバイザー制度

を運営等を実施しました。 

 消費者に向けた啓発 消費者月間（5 月）に 1 回実施 

           各出前講座において実施 

 暮らしの市民教室  年 8 回開催 
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区 分 ★協力体制の構築と連携強化 担当課 市民協働課 

事務事業名 ＮＰＯ等活動支援事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

本市における市民活動の活性化を図るため、市民活動フェスタの開催に対し支援を行

いました。 

 名称 JoyJoy 敦活フェスタ 

 主催 市民活動ふぇす実行委員会 

 
 

区 分 ★協力体制の構築と連携強化 担当課 市民協働課 

事務事業名 市民協働推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

市との協働事業やまちづくりのための事業を提案する市民活動団体に対し補助しま

した。 

  協働事業 1 団体 

 

区 分 ★協力体制の構築と連携強化 担当課 環境廃棄物対策課 

事務事業名 環境基本計画推進事業 評 価 ○ 

実 施 内 容 

環境基本計画を実践する組織である「つるが環境みらいネットワーク」の活動への支

援・助成を行いました。 

 主な活動内容 

  ・つるが環境フェア 12 月 14 日(土)、3,036 人参加 

  ・ホタルの観賞会 6 月 15 日(土)、約 100 人参加 

  ・事業所視察は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 


